
�

請願審議など�

第
4
回
市
議
会
定
例
会

回
市
議
会
定
例
会
�

　
平
成

　
平
成
１４
年
度
年
度
�

　
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定

　
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
�

　
一
般
質
問
に

　
一
般
質
問
に
１３
名
�

第
4
回
市
議
会
定
例
会
�

　
平
成
１４
年
度
�

　
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
�

　
一
般
質
問
に
１３
名
�

２６�
福祉の里�福祉の里�



平
成
１５
年
�

第
4
回
定
例
会
�

　
平
成
15
年
第
4
回
定
例
会
は
、
9
�

月
10
日
か
ら
9
月
29
日
ま
で
の
20
日
�

間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
�

　
定
例
会
に
は
、
平
成
14
年
度
一
般
�

会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
�

算
14
件
、
補
正
予
算
2
件
、
条
例
5
�

件
、
一
般
議
案
7
件
、
議
員
提
出
議
�

案
4
件
、
人
事
案
件
2
件
が
提
出
さ
�

れ
、
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
・
�

同
意
・
了
承
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
請
願
に
つ
い
て
は
、
7
件
を
�

審
査
し
、
3
件
を
除
き
採
択
し
ま
し
�

た
。
�

　
一
般
質
問
は
、
9
月
25�
日
に
13
名
�

の
議
員
が
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
�

当
局
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。
�

業
会
計
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
20
億
円
を
繰
�

り
入
れ
た
結
果
で
す
。
�

▽
特
別
会
計
決
算
�

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
は
�

16
億
8
2
8
2
万
4
8
2
3
円
の
赤
�

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
か
の
�

10
会
計
は
黒
字
な
い
し
収
支
同
額
で
�

特
別
会
計
の
合
計
で
は
実
質
収
支
は
�

14
億
6
4
0
8
万
6
1
9
8
円
の
赤
�

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
�

▽
企
業
会
計
決
算
�

　
病
院
事
業
会
計
は
、
5
億
8
7
2
�

1
万
4
2
6
8
円
の
純
損
失
が
生
じ
�

ま
し
た
。
�

　
ま
た
水
道
事
業
会
計
は
、
1
億
3
�

6
4
8
万
5
5
3
3
円
の
純
損
失
が
�

生
じ
ま
し
た
。
�

▽
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
�

例
�

　
納
期
前
の
報
奨
金
の
交
付
率
を
納
�

期
前
1
月
に
つ
き
100
分
の
0.3
（
現
行
�

100
分
の
0.75
）
に
引
き
下
げ
る
も
の
な
�

ど
で
す
。
�

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
�

改
正
す
る
条
例
�

　
納
期
前
の
報
償
金
の
交
付
率
を
納
�

期
前
1
月
に
つ
き
100
分
の
0.3
（
現
行
�

100
分
の
0.75
）
に
引
き
下
げ
る
も
の
で
�

す
。
�

▽
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
に
�

関
す
る
条
例
及
び
開
発
事
業
に
係
る
�

紛
争
の
予
防
及
び
調
整
に
関
す
る
条
�

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
�

　
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
�

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
規
定
�

を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
�

▽
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
�

条
例
�

　
の
ぼ
り
旗
の
表
示
の
許
可
基
準
に
�

つ
い
て
規
定
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
�

り
、
新
た
に
許
可
申
請
に
対
す
る
審
�

査
手
数
料
を
1
本
当
た
り
100
円
と
す
�

る
も
の
で
す
。
�

▽
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
お
よ
び
�

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
�

す
る
条
例
�

　
雇
用
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
�

就
業
促
進
手
当
の
額
に
相
当
す
る
金
�

額
を
退
職
手
当
と
し
て
支
給
す
る
も
�

�

　
総
額
7
7
1
2
万
円
の
補
正
予
算
�

を
可
決
し
ま
し
た
。
�

　
内
訳
は
、
一
般
会
計
補
正
額
6
9
�

1
2
万
円
、
潮
見
坂
平
和
公
園
事
業
�

特
別
会
計
補
正
額
800
万
円
で
す
。
�

　
主
な
内
容
は
、
一
般
会
計
で
は
、
�

次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
策
�

定
調
査
に
580
万
円
、
道
路
整
備
費
と
�

し
て
2
5
0
0
万
円
、
橋
り
ょ
う
整
�

備
費
と
し
て
3
0
0
0
万
円
で
す
。
�

　
公
園
費
と
し
て
800
万
円
で
す
が
、
�

こ
れ
は
潮
見
坂
平
和
公
園
事
業
特
別
�

会
計
の
墓
地
陥
没
復
旧
工
事
費
と
し
�

て
繰
り
出
す
も
の
で
す
。
�

の
で
す
。
�

�▽
救
急
自
動
車
の
購
入
契
約
�

　
高
規
格
救
急
自
動
車
を
購
入
す
る
�

も
の
で
す
。
�

金
額
　
　
　
2
6
1
3
万
4
5
0
0
�

　
　
　
　
　
円
�

相
手
方
　
　
愛
知
日
産
自
動
車
�

▽
松
新
第
1
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
宅
�

（
東
棟
）
の
取
得
�

　
勝
川
駅
南
口
周
辺
整
備
対
策
事
業
�

の
一
環
と
し
て
取
得
す
る
も
の
で
す
。
�

場
所
　
　
　
松
新
町
3
　
3
0
7
8
�

　
　
　
　
　
　
1
�

物
件
　
　
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
�

　
　
　
　
　
3
階
建
�

価
格
　
　
　
1
億
4
6
8
4
万
6
3
�

　
　
　
　
　
8
5
円
�

相
手
方
　
　
都
市
基
盤
整
備
公
団
�

�����������▽
訴
え
の
提
起
�

　
市
営
住
宅
家
賃
未
納
の
4
名
に
対
�

し
、
明
渡
し
及
び
未
納
家
賃
、
延
滞
�

▽
一
般
会
計
決
算
�

　
一
般
会
計
は
、
歳
入
739
億
9
9
4
�

8
万
1
9
8
6
円
に
対
し
、
歳
出
719�
�

億
9
2
6
6
万
3
0
8
0
円
で
、
前
�

年
度
に
比
べ
、
歳
入
7.9
％
、
歳
出
10.1�
�

％
減
少
し
ま
し
た
。
�

　
こ
れ
は
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
新
焼
�

却
炉
等
の
大
規
模
建
設
工
事
が
完
了
�

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま
す
。
�

　
実
質
収
支
は
、
19
億
6
0
4
7
万
�

8
9
0
6
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
�

し
た
が
、
こ
れ
は
水
道
、
病
院
両
企
�

決

算

�

－ �

－ �

一般会計歳入歳出決算など３４件を�
認定・可決・同意・了承�



��　
定
例
会
に
意
見
書
4
件
を
議
員
提
�

出
し
、
審
議
し
ま
し
た
。
�

▽
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
�

朝
鮮
）
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
の
�

真
相
解
明
等
に
関
す
る
意
見
書
�

▽
パ
ー
ト
・
有
期
契
約
労
働
法
の
制
�

�

金
な
ど
の
支
払
い
を
求
め
る
も
の
で
�

す
。
�

未
納
総
額
　
176
万
6
8
5
2
円
�

▽
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
�

　
平
成
14
年
4
月
18
日
、
市
民
病
院
�

に
お
け
る
医
療
事
故
に
つ
い
て
の
損
�

害
賠
償
を
行
う
も
の
で
す
。
�

金
額
　
　
　
170
万
円
�

�

定
に
関
す
る
意
見
書
�

▽
医
薬
品
の
一
般
小
売
店
に
お
け
る
�

販
売
に
関
す
る
意
見
書
�

▽
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
�

持
と
学
級
規
模
の
縮
小
を
求
め
る
意
�

見
書
�

��人
事
案
件
2
件
を
同
意
・
了
承
�

　
監
査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
�

伊
藤
武
氏
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。
�

　
ま
た
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
�

に
伴
い
、
長
谷
川
弘
氏
の
推
薦
を
了
�

承
し
ま
し
た
。
�

◎決　　算…………１４件
　平成14年度一般会計歳入歳出決算…………………………………認　　定（賛成多数）�
　平成14年度交通災害等共済事業特別会計歳入歳出決算…………認　　定（全会一致）�
　平成14年度公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算………認　　定（全会一致）�
　平成14年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算……………認　　定（全会一致）�
　平成14年度老人保健医療事業特別会計歳入歳出決算……………認　　定（全会一致）�
　平成14年度介護保険事業特別会計歳入歳出決算…………………認　　定（全会一致）�
　平成14年度介護サービス事業特別会計歳入歳出決算……………認　　定（全会一致）�
　平成14年度民家防音事業特別会計歳入歳出決算…………………認　　定（全会一致）�
　平成14年度潮見坂平和公園事業特別会計歳入歳出決算…………認　　定（全会一致）�
　平成14年度春日井都市計画松河戸土地区画整理事業特別会�
　計歳入歳出決算………………………………………………………認　　定（全会一致）�
　平成14年度勝川駅周辺総合整備事業特別会計歳入歳出決算……認　　定（賛成多数）�
　平成14年度公共下水道事業特別会計歳入歳出決算………………認　　定（全会一致）�
　平成14年度春日井市民病院事業会計決算…………………………認　　定（全会一致）�
　平成14年度水道事業会計決算………………………………………認　　定（全会一致）�

◎補正予算…………2件
　平成15年度一般会計補正予算………………………………………原案可決（全会一致）�
　平成15年度潮見坂平和公園事業特別会計補正予算………………原案可決（全会一致）

◎条　　例…………5件
　市税条例の一部を改正する条例……………………………………原案可決（全会一致）�
　国民健康保険税条例の一部を改正する条例………………………原案可決（全会一致）�
　廃棄物の減量及び適正処理に関する条例及び開発事業に係�
　る紛争の予防及び調整に関する条例の一部を改正する条例……原案可決（全会一致）�
　手数料条例の一部を改正する条例…………………………………原案可決（全会一致）�
　企業職員の給与の種類および基準を定める条例の一部を改�
　正する条例……………………………………………………………原案可決（全会一致）

◎一般議案…………7件
　救急自動車の購入契約………………………………………………原案可決（全会一致）�
　松新第 1コミュニティ住宅（東棟）の取得………………………原案可決（全会一致）�
　訴えの提起……………………………………………………………原案可決（全会一致）�
　訴えの提起……………………………………………………………原案可決（全会一致）�
　訴えの提起……………………………………………………………原案可決（全会一致）�
　訴えの提起……………………………………………………………原案可決（全会一致）�
　損害賠償の額の決定…………………………………………………原案可決（全会一致）

◎議員提出議案……4件
　朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）による日本人拉致事件�
　の真相解明等に関する意見書………………………………………原案可決（全会一致）�
　パート・有期契約労働法の制定に関する意見書…………………原案可決（全会一致）�
　医薬品の一般小売店における販売に関する意見書………………原案可決（全会一致）�
　義務教育費国庫負担制度の堅持と学級規模の縮小を求める�
　意見書…………………………………………………………………原案可決（全会一致）�

◎人事案件…………2件
　監査委員の選任の同意………………………………………………同　　意（全会一致）�
　人権擁護委員の推薦…………………………………………………異議なし（全会一致）

議
員
提
出
議

案
�



市
民
の
健
康
推
進
事
業�

に
つ
い
て�

完
全
学
校
週
5
日
制
施
行
に�

よ
る
、
余
暇
善
用
に
つ
い
て�

　
　
　
　
中
高
年
の
男
性
に
前
立
腺�

ガ
ン
が
増
加
し
、
１０�
年
後
に
は
男
性�

の
ガ
ン
死
亡
率
の
ト
ッ
プ
に
な
る
と�

い
わ
れ
る
。
４０
歳
か
ら
の
成
人
健
診�

に
前
立
腺
ガ
ン
検
診
を
実
施
で
き
な�

い
か
。
ま
た
、
自
殺
者
3
万
人
時
代�

を
迎
え
、
そ
の
背
後
の
「
う
つ
病
」�

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
１５
人�

に
1
人
が
「
う
つ
病
」
の
経
験
が
あ�

る
と
い
う
。
う
つ
病
理
解
の
啓
発
事�

業
と
、
健
診
時
に「
こ
こ
ろ
の
検
診
」�

を
実
施
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。�

　
　
　
　
地
元
味
美
小
学
校
校
歌
に�

「
今
日
も
飛
び
立
つ
飛
行
機
は
、
世�

界
の
人
の
幸
せ
を
運
ぶ
翼
と
な
る
よ�

う
に
」
と
今
も
児
童
た
ち
が
高
ら
か�

に
歌
い
ま
す
。
空
港
あ
る
が
当
た
り�

前
、
あ
る
が
自
慢
の
空
港
が
一
元
化�

ま
で
、
後
1
年
4
カ
月
、
小
型
機
の�

飛
行
と
自
衛
隊
基
地
は
存
続
を
す
る
。�

一
元
化
後
に
も
見
合
う
周
辺
補
償
の�

確
保
は
、
将
来
の
子
々
孫
々
に
わ
た�

る
、
今
に
生
き
る
者
の
最
重
大
な
責�

務
と
思
う
が
、
明
確
な
考
え
を
問
う
。�

完
全
学
校
週
5
日
制
施
行
に�

よ
る
、
余
暇
善
用
に
つ
い
て�

質
問
者
　
林
　
　
克
巳�

市
民
の
健
康
推
進
事
業�

に
つ
い
て�質

問
者
　
山
際
　
喜
義�

【
質
問
】
�

【
答
弁
】
�

名
古
屋
空
港
に
つ
い
て�

名
古
屋
空
港
に
つ
い
て�

質
問
者
　
田
中
　
康
則
�

講
座
の
開
催
や
小
冊
子
の
配
布
な
ど�

に
よ
り
、
広
く
啓
発
に
努
め
て
ま
い�

り
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
検
診
の
実
施
に�

つ
い
て
は
、
今
後
、
効
果
的
な
予
防�

対
策
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
て
ま
い�

り
ま
す
。�

団
体
と
の
連
携
や
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー�

ク
の
構
築
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
し�

て
ま
い
り
ま
す
。�

　
　
　
　
前
立
腺
ガ
ン
の
検
診
に
つ�

い
て
は
、
対
象
年
齢
区
分
を
は
じ
め
、�

受
益
者
負
担
や
関
係
機
関
の
協
力
な�

ど
の
課
題
が
あ
り
、
費
用
対
効
果
を�

含
め
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
う
つ
病
に
関
し
て
は
、
正
し
い
知�

識
教
育
や
早
期
治
療
を
図
る
た
め
、�

�

対
策
に
つ
い
て
は
、
設
置
管
理
者
と�

な
る
県
が
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、�

航
空
機
騒
音
の
影
響
区
域
の
調
査
結�

果
に
基
づ
き
、
関
係
機
関
と
協
議
を�

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
県
営
空
港
と�

な
っ
て
も
、
騒
音
や
事
故
に
対
す
る�

対
策
、
基
地
機
能
の
拡
充
へ
の
対
応�

等
、
引
き
続
き
積
極
的
に
対
応
し
て�

ま
い
り
ま
す
。�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
周
辺
環
境
対
策
に
つ
い
て�

は
、
経
過
措
置
や
激
変
緩
和
措
置
を�

と
る
よ
う
、
国
土
交
通
省
と
協
議
を�

進
め
ま
す
。
一
元
化
後
の
周
辺
環
境�

【
質
問
】
�

　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
が
「
生
き
る�

力
」
を
育
ん
で
い
く
た
め
に
は
、
余�

暇
時
間
を
有
効
に
活
用
し
、
様
々
な�

経
験
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大�

切
で
す
。
そ
こ
で
余
暇
善
用
活
動
を�

よ
り
活
発
に
充
実
し
て
い
く
た
め
に
、�

各
地
域
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
人
材
・�

団
体
、
そ
し
て
活
動
内
容
等
の
情
報�

を
集
め
共
有
し
提
供
す
る
情
報
バ
ン�

ク
を
構
築
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ�

活
動
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る�

と
考
え
ま
す
。
当
局
の
考
え
を
問
う
。�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
学
校
週
5
日
制
の
も
と
、�

子
ど
も
た
ち
が
余
暇
を
活
用
し
、
豊�

か
な
人
間
性
を
育
む
こ
と
を
目
的
と�

し
て
、
ウ
イ
ー
ク
エ
ン
ド
教
室
や
奉�

仕
・
体
験
活
動
、
土
曜
講
座
な
ど
、�

各
種
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
指�

導
者
や
講
座
情
報
に
つ
い
て
は
、
市�

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
生
涯
学
習
情
報
」�

で
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
各
種�

� 【
質
問
】
�

市
政
全
般
の
答
弁�

に
つ
い
て�

【
質
問
】
�

市
政
全
般
の
答
弁�

に
つ
い
て�質

問
者
　
伊
藤
　
隆
司�

　
　
　
　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ�

る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
人
に
�

や
さ
し
い
施
設
、
災
害
に
強
い
施
設�

が
必
要
で
す
。
防
災
上
、
避
難
場
所�

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策�

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
水
害
対
策
と
し
て
の
水
門�

管
理
の
強
化
、
母
子
手
帳
の
喫
煙
防�

止
に
関
す
る
内
容
の
充
実
を
は
じ
め
、�

各
施
設
の
分
煙
対
策
と
そ
の
取
り
組�

み
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。�

�

　今回の定例会では、１３名の議員が市の考え方や方針など、市政全般にわたり３０項目の一般質問を�

　行いました。一般質問は、市当局に対し施策・事業などの現状や将来計画の考え方など、市民に�

　密着した問題をただすため行うものです。各議員の質問と当局の答弁を、要旨で掲載しています。�

（一般質問については、質問者から提出された原稿で掲載しています。）�



�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
緊
急
避
難
場
所
で
あ
る
公�

園
の
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
補
強
等�

に
よ
り
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す�

が
、
構
築
物
等
に
は
近
づ
か
な
い
よ�

う
、
訓
練
等
の
機
会
を
通
じ
啓
発
し�

て
ま
い
り
ま
す
。�

　
水
門
の
操
作
管
理
に
つ
い
て
は
、�

今
後
、
複
数
管
理
体
制
へ
の
強
化
を�

図
り
、
用
排
水
路
の
治
水
安
全
上
の�

機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
地
元
区�

と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。�

　
妊
婦
へ
の
喫
煙
防
止
の
啓
発
に
つ�

い
て
は
、
母
子
手
帳
へ
の
記
述
内
容�

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、�

市
施
設
に
お
け
る
受
動
喫
煙
の
防
止�

に
つ
い
て
は
、
施
設
の
利
用
形
態
等�

を
勘
案
し
、
分
煙
ま
た
は
全
面
禁
煙�

を
実
施
い
た
し
ま
す
。�

介
護
予
防
・
痴
呆
予
防�

対
策
に
つ
い
て�

【
質
問
】
�

介
護
予
防
・
痴
呆
予
防�

対
策
に
つ
い
て�

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て�
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て�

質
問
者
　
石
原
　
名
子�

　
　
　
　
回
想
法
と
は
、
昔
懐
か
し�

い
生
活
用
具
等
を
用
い
て
、
か
つ
て�

経
験
し
た
こ
と
を
楽
し
み
な
が
ら
、�

皆
で
語
り
合
い
、
い
き
い
き
と
し
た�

自
分
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
心
理
療�

法
で
あ
り
、
介
護
予
防
、
痴
呆
防
止�

に
効
果
が
あ
る
。
自
分
を
受
け
止
め�

て
く
れ
る
良
き
聞
き
手
が
現
れ
、
い�

�

防
犯
対
策
に
つ
い
て�

【
質
問
】
�

防
犯
対
策
に
つ
い
て�

質
問
者
　
諸
戸
　
護
子�

　
　
　
　
防
犯
対
策
の
課
題
と
し
て�

　
地
域
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
拡
充
。�

　
ボ
ニ
タ
ー
に
よ
る
簡
易
防
犯
診
断�

の
拡
充
。
　
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
建
設�

業
者
に
防
犯
対
策
の
義
務
づ
け
。�

�� �

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
本
市
で
は
、
市
民
一
人
ひ�

と
り
に
「
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち�

の
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
を
啓�

発
す
る
た
め
、
平
成
5
年
に
全
国
に�

先
駆
け
「
春
日
井
市
安
全
な
ま
ち
づ�

く
り
協
議
会
」
を
設
立
し
、
地
域
住�

民
の
参
加
に
よ
る「
く
ら
が
り
診
断
」�

の
実
施
や
安
全
ア
カ
デ
ミ
ー
に
よ
る�

ボ
ニ
タ
ー
の
養
成
な
ど
、
市
民
と
行�

政
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
を
進
め
て�

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の
活
動
を�

継
続
し
、
市
民
の
自
主
防
犯
意
識
の�

醸
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。�

鍵
交
換
費
用
の
補
助
金
制
度
を
設
け�

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地
域
で
の
声�

か
け
運
動
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と
り�

の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
犯
罪
の
発�

生
し
に
く
い
環
境
の
整
備
が
必
要
と�

思
わ
れ
る
が
、
当
局
の
見
解
を
問
う
。�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
現
在
の
収
納
窓
口
は
、
平�

日
以
外
に
毎
週
水
曜
日
、
毎
月
最
終�

日
曜
日
、
5
月
と
12
月
の
滞
納
整
理�

月
等
の
時
間
外
で
も
納
付
で
き
る
体�

制
と
し
て
い
ま
す
。
市
税
等
の
コ
ン�

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
機
会�

の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
延
滞
金
、
手�

数
料
等
、
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
り
、�

費
用
対
効
果
を
含
め
、
市
民
サ
ー
ビ�

ス
の
観
点
か
ら
、
十
分
に
研
究
・
検�

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
回
想
法
に
つ
い
て
は
、
現�

在
、
手
法
の
習
熟
と
効
果
の
検
証
の�

段
階
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
指
導�

者
の
育
成
や
情
報
の
収
集
に
努
め
る�

と
と
も
に
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
高
齢�

者
関
連
の
事
業
に
取
り
入
れ
て
ま
い�

り
ま
す
。
専
用
施
設
の
設
置
に
つ
い�

て
は
、
情
報
の
収
集
や
研
究
を
進
め�

る
と
と
も
に
、
技
術
を
蓄
積
し
、
効�

果
を
検
証
す
る
な
か
で
、
旧
家
等
の�

建
物
で
の
回
想
法
を
考
え
て
ま
い
り�

ま
す
。�

か
す
こ
と
が
で
き
る
機
会
や
場
が
必�

要
で
あ
る
。
回
想
法
の
導
入
、
歴
史�

資
料
館
の
整
備
と
と
も
に
、
回
想
法�

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
問
う
。�

【
質
問
】
� 質
問
者
　
後
藤
　
正
夫�

　
　
　
　
平
成
１５
年
4
月
か
ら
地
方�

自
治
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、
地�

方
税
に
つ
い
て
も
、
私
人
に
収
納
事�

務
を
委
託
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
コ�

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
地
方
税�

の
収
納
事
務
民
間
委
託
が
可
能
と
な�

っ
た
。
市
税
な
ど
の
収
納
機
会
の
現�

状
と
課
題
に
つ
い
て
問
う
。�

　
ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納�

機
会
拡
大
の
見
解
を
問
う
。�

�

�

12

3

4

市
の
安
全
管
理
と
危
機
管
理�

に
つ
い
て�

　
　
　
　
最
近
、
社
会
的
・
経
済
的�

に
影
響
を
及
ぼ
す
重
大
事
故
が
多
発�

し
て
い
る
。
I
S
O
1
4
0
0
1
を�

取
得
し
て
い
る
春
日
井
市
が
、
市
の�

業
務
に
お
い
て
安
全
面
か
ら
の
見
直�

【
質
問
】
�

市
の
安
全
管
理
と
危
機
管
理�

に
つ
い
て�質

問
者
　
高
田
　
敏
亨�



し
と
再
点
検
が
必
要
と
考
え
る
。�

　
当
市
の
日
頃
の
安
全
管
理
・
危
機�

管
理
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。�

ま
た
、
今
回
の
事
例
に
対
し
て
、
当�

市
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
取
っ
た
か�

を
問
う
。�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
市
の
業
務
に
係
る
安
全
管�

理
に
つ
い
て
は
、
I
S
O
1
4
0
0
�

1
に
よ
り
構
築
し
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ�

ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
緊
急
事
態�

を
特
定
し
、
対
応
手
順
書
を
作
成
し�

て
い
ま
す
。
計
画
的
に
訓
練
等
を
実�

施
す
る
と
と
も
に
、
内
部
監
査
等
に�

よ
り
運
用
状
況
を
常
に
検
証
し
て
い�

ま
す
。
最
近
の
重
大
事
故
に
対
応
し�

て
、
市
の
施
設
に
つ
い
て
も
再
度
点�

検
し
、
体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま�

す
。
ま
た
、
市
内
の
全
て
の
危
険
物�

施
設
保
有
事
業
所
に
は
、
安
全
管
理�

に
つ
い
て
文
書
に
よ
り
注
意
を
喚
起�

し
ま
し
た
。�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
今
後
の
単
価
契
約
の
あ
り�

方
に
つ
い
て
、
入
札
制
度
検
討
委
員�

会
で
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
緊�

急
維
持
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、
10�

月
よ
り
単
価
契
約
に
よ
る
発
注
を
抑�

制
す
る
こ
と
と
し
、
工
事
ご
と
に
設�

計
し
発
注
す
る
こ
と
と
し
て
ま
い
り�

ま
す
。
ま
た
、
雑
草
等
除
去
委
託
に�

つ
い
て
も
、
一
律
に
単
価
契
約
に
よ�

る
発
注
で
は
な
く
、
発
注
面
積
や
現�

　
　
　
　
入
札
制
度
に
つ
い
て
は
、�

参
加
業
者
を
増
や
す
等
、
改
善
が
進�

ん
で
い
る
。
ま
た
、
公
平
さ
を
確
保�

す
る
た
め
「
不
当
要
求
行
為
等
対
策�

要
綱
」
も
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
雑�

草
等
除
去
委
託
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ�

ー
タ
ウ
ン
地
区
６９
円
、
春
日
井
市
内�

一
円
９１
円
と
、
大
差
が
生
じ
た
ま
ま�

単
価
契
約
が
な
さ
れ
て
お
り
、
経
費�

節
減
に
は
程
遠
い
状
態
で
あ
る
。
入�

札
や
単
価
契
約
の
あ
り
方
を
見
直
す�

べ
き
で
は
な
い
か
。�

入
札
及
び
業
務
委
託
契
約�

に
つ
い
て�

【
質
問
】
�

入
札
及
び
業
務
委
託
契
約�

に
つ
い
て�質

問
者
　
中
藤
　
幸
子�

　
　
　
　�

【
質
問
】
�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
シ
テ
ィ
バ
ス
は
、
運
行
開�

始
か
ら
1
年
を
経
過
し
て
い
な
い
こ�

と
か
ら
も
、
引
き
続
き
事
業
の
周
知�

を
図
り
、
適
切
な
運
行
管
理
に
努
め�

場
条
件
に
応
じ
て
個
別
に
設
計
し
入�

札
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
お
り�

ま
す
。�

市
内
バ
ス
の
交
通
問
題�

の
改
善
に
つ
い
て�

市
内
バ
ス
の
交
通
問
題�

の
改
善
に
つ
い
て�

質
問
者
　
伊
藤
　
裕
規�

�

　
　
　
　
シ
テ
ィ
バ
ス
は
、
市
民
に�

歓
迎
さ
れ
て
い
る
が
、
空
白
地
域
な�

ど
の
問
題
も
あ
り
、
市
民
に
意
見
も�

聞
き
改
善
を
し
て
く
だ
さ
い
。
3
月�

２７
日
の
時
刻
改
正
で
名
鉄
バ
ス
の
県�

道
内
津
勝
川
線
で
、
高
齢
者
な
ど
が�

多
く
利
用
す
る
坂
下
方
面
か
ら
市
役�

所
方
面
へ
の
直
接
路
線
が
極
端
に
少�

な
く
な
り
、
ほ
と
ん
ど
J
R
春
日
井�

駅
で
乗
り
換
え
に
な
り
時
間
、
料
金�

が
多
く
か
か
り
非
常
に
不
便
で
あ
る
。�

名
鉄
に
改
善
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。�

住
基
ネ
ッ
ト
問
題�

に
つ
い
て�

【
質
問
】
�

て
ま
い
り
ま
す
。
名
鉄
バ
ス
路
線
に
�

つ
い
て
は
、
市
役
所
方
面
へ
直
接
行
�

く
路
線
が
少
な
く
な
っ
た
一
方
で
、
�

鉄
道
駅
間
を
結
ぶ
路
線
が
充
実
し
ま
�

し
た
。
ご
指
摘
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
�

こ
れ
ま
で
も
名
鉄
に
対
し
て
要
請
を
�

し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
要
請
を
続
�

け
て
ま
い
り
ま
す
。
�

住
基
ネ
ッ
ト
問
題�

に
つ
い
て�質

問
者
　
宮
地
　
　
　�

　
　
　
　
住
基
ネ
ッ
ト
が
問
題
を
抱�

え
て
本
格
稼
動
。
個
人
情
報
の
自
己�

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
侵
害
す
る
、
憲�

法
違
反
と
し
て
、
住
基
ネ
ッ
ト
差
し�

止
め
訴
訟
も
起
き
て
い
ま
す
。
私
は�

国
民
的
な
合
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い�

の
で
反
対
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
利�

用
は
住
基
カ
ー
ド
と
広
域
交
付
で
、�

稼
動
か
ら
1
カ
月
、
関
心
を
示
す
発�

行
枚
数
は
ど
う
か
。
春
日
井
市
で
は�

こ
れ
ま
で
1
億
円
近
い
経
費
が
使
わ�

れ
、
今
後
も
維
持
費
が
要
り
ま
す
。�



子
育
て
環
境
整
備�

に
つ
い
て�

【
質
問
】
�

【
答
弁
】
�

【
質
問
】
�

�

�

　
　
　
　
国
保
事
業
は
、
今
後
も
大�

変
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ�

れ
る
状
況
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。�

こ
の
た
め
、
今
後
の
歳
入
確
保
が
重�

要
で
あ
り
、
国
保
事
業
全
体
の
現
状�

及
び
課
題
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、�

財
政
基
盤
の
弱
い
国
保
に
対
す
る
補�

助
金
等
が
増
額
さ
れ
る
よ
う
、
国
保�

連
合
会
、
中
央
会
や
市
長
会
を
通
じ
、�

要
望
活
動
を
継
続
し
て
実
施
し
て
ま�

い
り
ま
す
。�

　
　
　
　
待
機
児
童
解
消
の
た
め
、�

昨
年
度
は
6
保
育
園
で
保
育
室
の
見�

直
し
や
改
修
を
行
い
、
今
年
度
は
出�

川
保
育
園
で
保
育
室
を
増
設
中
で
あ�

り
、
待
機
児
童
数
は
減
少
し
て
き
て�

【
答
弁
】
�

　
　
　
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ�

ー
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
本
年
8
月
25
日�

か
ら
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
や�

転
入
転
出
の
手
続
き
の
簡
素
化
な
ど�

の
2
次
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。�

そ
の
利
用
状
況
は
、
住
基
カ
ー
ド
の�

交
付
枚
数
100
枚
、
広
域
交
付
9
件
で�

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
シ
ス
テ�

ム
の
周
知
を
図
り
、
行
政
手
続
の
オ�

ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
窓
口
行
政
サ
ー�

ビ
ス
の
広
域
利
用
に
向
け
て
取
り
組�

ん
で
ま
い
り
ま
す
。�

い
ま
す
。
今
後
も
臨
時
保
育
士
の
効�

率
的
配
置
、
施
設
利
用
の
見
直
し
や�

改
修
、
保
育
室
の
増
設
、
認
可
私
立�

保
育
園
の
設
立
援
助
等
を
行
う
な
ど
、�

待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り�

ま
す
。�

【
答
弁
】
�

質
問
者
　
内
藤
　
富
江
�

　
　
　
　
子
ど
も
の
出
生
率
が
過
去�

最
低
を
記
録
し
、
全
国
的
に
少
子
化�

が
進
む
一
方
、
女
性
の
社
会
進
出
、�

共
働
き
家
庭
の
増
加
、
家
庭
や
地
域�

の
子
育
て
機
能
の
低
下
等
に
よ
っ
て
、�

保
育
所
入
所
希
望
が
増
加
し
て
い
ま�

す
。
入
所
で
き
な
い
児
童
が
待
機
児�

童
と
な
っ
て
出
て
い
る
今
日
、
早
急�

に
解
消
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
れ�

ま
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
、
今
後�

増
加
す
る
保
育
需
要
に
対
し
、
ど
う�

対
応
さ
れ
る
の
か
問
う
。�

質
問
者
　
内
田
　
　
謙�

　
　
　
　
2
0
0
2
年
度
の
国
保�

（
国
民
健
康
保
険
）
会
計
決
算
は
、�

今
日
の
社
会
経
済
情
勢
を
色
濃
く
反�

映
し
つ
つ
、
財
政
運
営
上
の
困
難
を�

さ
ら
に
深
め
て
い
る
。�

　
し
か
し
国
保
加
入
者
は
、
自
営
業�

者
や
高
齢
者
が
中
心
で
あ
り
、
財
政�

基
盤
が
き
わ
め
て
ぜ
い
弱
で
あ
る
。�

　
財
政
上
の
解
決
策
と
し
て
、
国
保�

加
入
者
に
新
た
な
負
担
を
求
め
る
べ�

き
で
は
な
い
と
思
う
が
、
当
局
の
ご�

所
見
を
伺
い
た
い
。�

子
育
て
環
境
整
備�

に
つ
い
て�

国
民
健
康
保
険
事
業�

に
つ
い
て�
国
民
健
康
保
険
事
業�

に
つ
い
て�

・庁内コンピュータネットワ�

　ークの安全対策について�

・バリアフリーの街づくり�

・市内公共物への違法貼付物�

　について�

・フレンドシップ事業につい�

　て�

・人にやさしいまちづくりに�

　ついて　�

・防災対策について�

・高齢者の虐待防止について�

・禁煙支援事業について�

・行政評価について�

�

・地震対策の具体化につい�

　て�

・青年の雇用支援について�

・戦争の遺跡について�

・水道事業について�

・社会福祉行政について�

・高齢者外出支援サービス�

　について�

・消費者行政について�

・平和行政について�

掲載以外の質問項目�



��　
定
例
会
に
4
件
の
意
見
書
を
議
員
�

提
出
し
、
可
決
し
た
後
、
地
方
自
治
�

法
第
９９
条
の
規
定
に
よ
り
関
係
行
政
�

機
関
な
ど
へ
提
出
し
ま
し
た
。
�

　
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
�

○
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
�

朝
鮮
）
に
よ
る
日
本
人
拉
致
事
件
の
�

真
相
解
明
等
に
関
す
る
意
見
書
�

　
昨
年
9
月
の
日
朝
首
脳
会
談
に
お
�

い
て
、
北
朝
鮮
は
拉
致
被
害
者
13
名
�

の
安
否
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
全
容
�

解
明
に
は
程
遠
い
も
の
で
あ
る
。
被
�

害
者
5
名
は
帰
国
し
た
が
、
政
府
認
�

定
以
外
の
被
害
者
の
存
在
の
可
能
性
�

も
あ
り
、
関
係
者
の
悲
し
み
と
憤
り
�

に
深
く
同
情
の
念
を
持
た
ざ
る
を
得
�

な
い
。
よ
っ
て
国
は
、
毅
然
と
し
た
�

態
度
で
交
渉
し
、
事
件
の
真
相
解
明
�

に
努
め
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
国
家
に
�

よ
る
被
害
者
へ
の
謝
罪
、
疑
惑
解
明
、
�

拉
致
被
害
者
の
家
族
の
早
期
帰
還
を
�

求
め
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
�

○
パ
ー
ト
・
有
期
契
約
労
働
法
の
制
�

定
に
関
す
る
意
見
書
�

　
我
が
国
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
�

は
1
2
0
0
万
人
を
超
え
、
雇
用
労
�

働
者
の
2
割
を
占
め
て
い
る
が
、
フ
�

ル
タ
イ
ム
労
働
者
に
比
べ
、
労
働
条
�

件
や
処
遇
に
お
い
て
相
当
の
格
差
が
�

生
じ
て
お
り
、
そ
の
雇
用
環
境
の
改
�

善
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
よ
�

っ
て
国
は
、
次
の
施
策
を
講
じ
ら
れ
�

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
�

（1）
　
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
及
び
有
�

　
第
4
回
定
例
会
に
、
7
件
の
請
願
�

が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
に
付
託
し
、
�

審
査
し
ま
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
本
会
議
で
委
員
長
の
審
�

査
結
果
報
告
後
、
採
決
し
、
結
果
は
�

次
の
と
お
り
で
す
。
�

�▼
パ
ー
ト
・
有
期
契
約
労
働
法
の
制
�

定
に
関
す
る
請
願
書
…
…
…
…
採
択
�

▼
医
薬
品
の
一
般
小
売
店
に
お
け
る
�

販
売
に
つ
い
て
の
意
見
書
提
出
を
求
�

め
る
請
願
書
…
…
…
…
…
…
…
採
択
�

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
�

持
と
学
級
規
模
の
縮
小
に
関
す
る
請
�

願
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
採
択
�

▼
私
立
高
校
に
子
ど
も
を
通
わ
す
保
�

護
者
に
対
す
る
授
業
料
補
助
金
の
拡
�

充
を
求
め
る
請
願
書
…
…
…
…
採
択
�

▼
教
育
基
本
法
の
改
定
で
は
な
く
、
�

そ
の
理
念
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
�

の
採
択
を
求
め
る
請
願
書
�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
不
採
択
�

▼
7
校
3
校
舎
の
廃
校
と
夜
間
定
時
�

制
の
再
編
を
す
す
め
る
「
県
立
高
等
�

学
校
再
編
整
備
基
本
計
画
」
の
見
直
�

し
の
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願
�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
不
採
択
�

▼
産
業
廃
棄
物
焼
却
施
設
（
松
河
戸
�

町
）
建
設
に
関
す
る
請
願
書
�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
不
採
択
�

�　
　
期
契
約
労
働
者
の
適
正
な
労
働
�

　
　
条
件
と
均
等
待
遇
を
確
保
す
る
�

　
　
法
制
定
を
行
う
こ
と
。
�

（2）
　
I
L
O
第
175
号
条
約
及
び
第
111
�

　
　
号
条
約
の
早
期
批
准
を
行
う
こ
�

　
　
と
。
�

○
医
薬
品
の
一
般
小
売
店
に
お
け
る
�

販
売
に
関
す
る
意
見
書
�

　
政
府
は
年
内
に
も
安
全
上
問
題
の
�

な
い
医
薬
品
を
選
定
し
、
一
般
小
売
�

店
に
販
売
を
認
め
る
報
告
を
示
し
た
。
�

安
易
に
一
般
小
売
店
に
お
い
て
医
薬
�

品
を
販
売
す
る
こ
と
は
、
国
民
の
生
�

命
、
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
が
懸
念
さ
�

れ
る
。
よ
っ
て
国
は
、
一
般
小
売
店
�

に
お
け
る
医
薬
品
の
販
売
に
つ
い
て
�

は
、
安
全
性
の
担
保
と
適
正
使
用
に
�

関
す
る
情
報
提
供
と
い
っ
た
観
点
を
�

十
分
配
慮
の
上
、
慎
重
に
対
応
さ
れ
�

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。
�

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
�

持
と
学
級
規
模
の
縮
小
を
求
め
る
意
�

見
書
�

　
国
の
財
政
事
情
に
よ
る
地
方
へ
の
�

負
担
転
嫁
に
よ
っ
て
義
務
教
育
費
国
�

庫
負
担
制
度
が
崩
れ
る
と
、
地
方
財
�

政
を
大
き
く
圧
迫
し
、
地
域
に
よ
り
�

教
育
の
質
に
大
き
な
差
が
広
が
り
、
�

教
育
の
機
会
均
等
が
難
し
く
な
る
。
�

　
よ
っ
て
国
は
平
成
16
年
度
の
政
府
�

予
算
編
成
期
に
当
た
り
、
義
務
教
育
�

費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
と
と
�

も
に
、
学
級
規
模
の
縮
小
を
図
り
、
�

そ
の
た
め
に
十
分
な
教
育
予
算
を
確
�

保
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。
�

▼
11
月
28
日
（
金
）
�

　
　
本
会
議
（
提
案
理
由
説
明
）
�

▼
12
月
2
日
（
火
）
�

　
　
本
会
議
（
質
疑
）
�

▼
12
月
3
日
（
水
）
〜
8
日
（
月
）
�

　
　
各
常
任
委
員
会
�

▼
12
月
9
日
（
火
）
・
10
日
（
水
）
�

　
　
本
会
議
（
一
般
質
問
）
�

▼
12
月
12
日
（
金
）
�

　
　
本
会
議（
委
員
長
報
告
・
討
論
・
採
決
）
�

※
議
事
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
が
変
�

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

問
い
合
わ
せ
　
議
事
課
�

　
　
　
　
　
（
　
85
　
6
4
9
2
）
�

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
�

（
北
朝
鮮
）
に
よ
る
日
本
人
拉
致
�

事
件
の
真
相
解
明
に
関
す
る
意
見
�

書
を
9
月
10
日
に
内
閣
総
理
大
臣
�

等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
関
係
者
の
�

悲
し
み
と
憤
り
は
、
い
か
ほ
ど
の
�

も
の
か
察
す
る
に
余
り
あ
り
、
深
�

く
同
情
の
念
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
�

せ
ん
。
�

　
今
議
会
で
は
、
平
成
14
年
度
の
�

一
般
会
計
を
は
じ
め
、
各
会
計
の
�

決
算
を
審
議
し
、
認
定
し
ま
し
た
。
�

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
�

る
議
会
報
を
目
標
に
頑
張
っ
て
ま
�

い
り
ま
す
。
�

　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同
�

－
�

第
5
回
定
例
会
予
定
�

意
見
書
の
提
出
�

第
4
回
市
議
会
定
例
会
�

　
平
成
１４
年
度
�

　
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
�

　
一
般
質
問
に
１３
名
�

福祉の里�


